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《
紹
介
》

奥
村

三
雄
編

『
平
家

正
節
語
彙
索
引

ー

節
バ
カ
セ
付
き
語
彙
集
成
』

添

田

建

治

郎

本
書
は
、
早
く
平
家
正
節
刊
行
会
か
ら
出
さ
れ
た

『
平
家
正
節
』
(大
学
堂
書

店

昭
和

49
年
)
、
い
わ
ゆ
る
尾
崎
本
平
家
正
節

の

"本
文
編
"
や
、
渥
美

か
を

る

・
奥
村

三
雄
編

『
平
家
正
節

の
研
究
』

(同
右

昭
和

55
年
)

"研
究
編
"

の

後
を
受

け
て
作
ら
れ
た
も

の
で
、
"索
引
編

"
に
相
当

す
る
著

作

で
あ
る
。
本
書

全
体

の
内
容

は
、

一
言

で
い
え
ば
、
「
節

バ
カ
セ
付
き
主
要
語
彙
集
成
」
と

い

っ

た
性
格
を
も
ち
、
尾
崎
本
平
家

正
節
を
主
な
対
象
と
し

て
、
本
文
中

で
節

ハ
カ

セ
の
施

さ
れ
た
語
例

の
検
索
を
め
ざ
し

て
い
る
。
冒
頭

の

「
は
し
が
き
」
に
は
、

「
(計
画
さ
れ

て
い
る
)
尾
崎
本
平
家
正
節

の
本
格
的
な
索
引
編

の
、
そ
の
第

一

冊
目

に
宛

て
る
意
味
合

い
で
ヒ
梓

さ
れ
た
」
事
情
が
述

べ
て
あ

る
。
す

で
に
出

版
ず
み

の
尾
崎
本
平
家

正
節
の
本
文
と
、

そ
れ

に
関
す
る
金
田

一
春
彦
氏
を

は

じ
め
と
し
た
諸
氏

の

一
連

の
研
究
、
続

く
編
者
奥
村
氏
御
自
身

の
労
作

『平
曲

譜
本

の
研
究
』

(桜
楓
社

昭
和
56
年
)
、
以
上
が
、
平
曲
譜
本

の
研
究
、
国
語

史

の
研
究

(
な
か
ん
ず
く
中
世
末
～
近
世
期

の
ア
ク

セ
ン
ト
の
歴
史
的
研
究
)

に
寄
与

し
た
功
績

は
、
量

り
知
れ
な
く
大
き

い
も
の
が
あ

っ
た
。
か
く
言
う
紹

介
者
な
ど
、
「
平
曲
譜
本

の
研
究
』
第
二
編

「
平
曲
譜
本

の
国
語
学
的
研
究
」
の

記
述
と
、
そ

こ
に
付

さ
れ
た

「発
音
注
記
例

一
覧
」

(晒
～
㎝
頁
)
に
は
こ
と

の
ほ
か
お
世
話

に
な
り
、
購
入
以
来
手
垢

で
汚
れ

る
こ
と

の
最
も
多

い
本

で
あ

る
。
中
世
～

近
世
期
京
都

ア
ク
セ

ン
ト
の
実

態

・
体

系

の
把
握

(山

ー
上

×

(97
ー

ロ
・
～
に
)
仏

蔦
上
上

×

(鶴
4
白

・
～

に
)

に
み
る
、
低
音
連
続

型
か
ら

の
語
頭
隆
起

の
事
実
な
ど
。
)
に
あ
た

っ
て
は
、
す
ぐ

に
こ
れ
を

紐
と

い

て
活

用
し
、
音
韻
史

の
研
究

の
際

に
も
、
ま
た
国
語
学
演
習
用

の
準
備

に

あ
た

っ
て
も
、
例

え
ば
、

ヤ
行

ウ
段
拗
長
音

の
存
在

を
示
す
血
連
母
音

の
割

ル
注
記
、
語
末

の
促
音
を
示
す
詰

メ
ル
注

記
、
特
定

の
語

に

つ
い
て
の
清

ム

注

記

(六
代
勝
事
記

の

「事
」
の
読

み
方
)
、
タ
行
連
声
現
象
、
バ
行
音

の
半

濁
音
符
な
ど
、
実
際

の
平
曲
譜
本

の
譜

記
例
を
求
め

る
際
、
く
り
返
し
利
用

さ

せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

渥
美
氏
亡
き

い
ま
、
「索
引
編
」
を
切
望

す
る
声
が
、
共
同
研
究
者
だ

っ
た
奥

村

氏

の
も
と

へ
届

い
た
と
し
て
も
、
理

の
当
然

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
書

は
同

時

に
、
編
者

の
旧
著

『
平
曲
譜
本

の
研
究
』

に
対
し

て
は

「
資
料
編
」
的

な
意

義
を
も
た
せ

て
、

そ
こ
で
の
記
述

の
根
拠
と
な
る
資
料
を
明
ら
か
に
し
、
著
者

の
責

め
を
も
果
た

そ
う
と
す
る
。
本
書

は
、

「節

バ
カ
セ
付
き
主
要
語
彙
集
成
」

皿
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を
あ
ざ
し
た
も

の
ゆ
え
、
重
複
を
避
け

て
右

「
発
音
注

記
例
」
を
再
録
す

る
こ

と
は
し
て
い
な

い
。

さ
て
、
本
書

の
内
容
を
縷
々
紹
介

し

て
、
読
者

の
存
分

の
活
用
を
お
薦
め
し

た

い
と
思

う
。
ま
ず
、
体
裁
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

第

一
部

平
家

正
節

・
節

ハ
カ
セ
付
き
主
要
語
彙
集
成

第
二
部

平
家
正
節

・
平
家
物
語
詞
章
対
照
表

第

一
部

の

「
平
家
正
節

・
節

ハ
カ

セ
付

き
主
要

語
彙
集
成
」
(1
～
鵬
頁
)
の
作

成
方
針

に
関

わ
る
特
徴
を
、
主
な
も

の
に

つ
い
て
私

に
列
挙
し
て
み
る
。

ω
尾
崎
本
平
家
正
節
を
中
心
資
料
と
し

て
、
そ

の
本
文
中

に
節

ハ
カ
セ
が
施

さ
れ
た
語
を

ア
イ
ウ

エ
オ
順

に
整
理
し
配
列
す
る
。

ω
掲

げ
た
各
語
例

に
は
、
具
体
的

に
節

ハ
カ

セ
を
付
す
。

⑨
付
属
語
を
伴

う
場
合
は
文
節
形
ま

で
、
複
合

語
に

つ
い
て
は
前
後
部
成
素

も
明
ら
か
に
し

て
掲
載
す

る
。

d
動
詞

・
形
容
詞

・
助
動
詞
な
ど

の
活
用
語
は
終
止
形
を
見
出
し
語
と
し

て

掲

げ
、
各
活

用
形

は
、

そ
れ
ら

の

ア
ク

セ

ン
ト
面
を
考
慮

し
た
d

～
b

(⑤
～
①
)

の
十
二
形

(本
書
踊
～
鵬
頁
に
具
体
的

に
内
訳
を
示
し

て
あ

る
。
)

に
分
け

て
示
し

て
い
る
。

b
各
語
例

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
語
ら
れ
る
曲
節
名
を
注
記
す

る
。

⑨
譜
記
例
と
し

て
は
、
東
京
大
学
青

洲
文
庫
本
平
家
正
節
、
京
都
大
学

平
曲

正
節
、
東
京
教
育
大
学
本
節
付

平
家
物
語
を
も
参
考
資
料

に
載
せ
る
が
、

そ
れ

は
、
巾
世
末
～
近
世
期

の
京
都

ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
し

て
い
る
と
み

た
場
合

の
、

尾
崎
本

平
家
正
節
記
載
譜
記

に
お
け
る
当
否
確
認
の
意
味

を

こ
め
た
比
較

が
目
的

と
な

っ
て
い
る
。

ω
単
位

語
や
見
出

し
語

の
決
定

に
は
、
氏

の
文
法
観

・
ア
ク
セ

ン
ト
観
が

は

っ
き
り
と
打
ち
出

さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、

○

「此

ハ
」
例
も
多

い
平
家
正
節

で
は
、
「此

ノ
其

ノ
」
を
連
体
詞
と
し

て
扱
わ
ず
、
「
此
」
を

一
語
と
認
定

す
る
。

○
付
属
語
は
、
そ

の
ア
ク

セ
ン
ト
を
自
立
語
と
切

り
離
し

て
独
自

に
考

え

る
こ
と
が
無
意
味

な
ゆ
え
、
す

べ
て
文
節
形

で
示
す
。

こ
れ
ら

の
特
徴
は
、
本
書

が
、
「尾
崎
本
平
家
正
節

に
対
す

る

『
索
引
編
』
の
第

一
冊

に
宛

て
る
」
と

い
う
条
件

の
中

で
も
、
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
可

能
な
か
ぎ
り

の
合

理
性

を
追
求

し
た
編
者

「
苦
心

の
配
慮
」

に
な
る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
行
き
届

い
た

「
気
配
り
」

に
応
え
る
意
味

で
、

読
者

は
、

「平
家

正

節

・
節

バ
カ

セ
付

き
主
要
語
彙
集
成
」
の
末
尾
に
示
さ
れ
た

「
説
明
」
(脳
～

鵬

頁
)

に
は
十
分
目
を
通
し
、

そ
の
上

で
、
当
面
求
め
る

べ
き
譜
記
例
を
検
索

し

て
ゆ
く
よ
う

で
あ
り
た
い
。
本
書

の
活
用
例
を

一
、
二
あ
げ

て
お
こ
う
。

い
ず
れ
も

『平
曲
譜
本

の
研
究
」

の
よ
く
明
ら
か

に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
ま
ず
、
尾
崎
本
平
家
正
節

に
反
映
し
た

ア
ク

セ
ン
ト
体
系

を
把
握
す
れ

ば
、
中
世
～
近
世
期

の
京
都

ア
ク
セ
ン
ト
が
た
ど

っ
た
変
化

の
道
筋
を
知

る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
個
別
的
な
語
形
変
化

の
時
期
を
考

え
る
具
体
的
資

料

も
提
供
す

る
。
例

え
ば
、
「咽
喉

日
＼
/

(
16
3
指

・
～

へ
)
」
「御
身

日
×

上

コ

(
鵬
2

ロ

・
～
な
り
)

の
譜
記
例

に
よ

っ
て
、

「
ノ
ム
ド
↓

ノ
ド
」
「
オ

ホ
ム
↓

オ

ン
」

の
変
化
を
、
中
世
半
ば
頃

(南
北
朝
～
室
町
初
期
頃
)
以
前

に
起

き
た
と
考
え

る
、
等

々
。

ア
ク
セ

ン
ト
史
を
明
ら
か

に
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
広

い
射
程
を
も

っ
た
活
用

の
道

が
ひ
ら
け

て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
な
お
、
「主
要
語
彙
」
の
名
は
、
掲
載
す
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る
見
出
し
語
を

一
～

三
拍

語
に
限
定
し

た
こ
と

に
よ

る
。
『
平
曲
譜
本

の
研
究
』

の

「
資
料
編
」
的
な
意
義

も
も

つ
、
と

い
わ
れ

る
所
以
か
。

こ
の
方
法

で
も
、

「
そ
れ
ぞ
れ

の
構
成
素

に
該
当
す

る
見
出
し
語

の
項

で
注
記
と
し
て
と
り
上
げ

ら
れ
る
事
が
多

」
い
ゆ
え
、
結
果
と
し

て
、
四
拍
以
上

の
語

(「
阿
弥
陀
仏
」
「立

ち
入
る
」
「
口
惜

し
」

な
ど
。
)
も

そ
の
多
数
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

た

だ

一
部

に
は
、
「
ま
な
じ
り

(康
頼
祝
詞
)
」
「
あ
ら
は
す

(禿
童
)
」
「
あ
ま
ね
し

(禿
童
)
」

な
ど
、

未
掲
載

の
語
も
若
干
例
な

い
わ
け
で
は
な

い
。

四
座
講
式

(金
田

一
春
彦
氏

の

『
四
座
講
式

の
研
究
』
(三
省
堂

昭
和

39
年
)
所
収

「『
四

座
講
式
』
で
墨
譜
を
施

さ
れ

て
い
る
語
彙
総
覧
」
)
や
補
忘

記
に
反
映
し

た
ア
ク

セ
ン
ト
、

そ
れ
ら
と

の
比
較
、
変
化

の
あ
り
よ
う

に
興
味
を

も

つ
向
き

に
は
、

あ
れ
ば

一
層
有
難
か

っ
た
と
思
う
。

第

二
部

の

「平
家
正
節

・
平
家
物
語
詞
章
対
照
表
」
(
訓
～
鵬
頁
)
は
、
岩
波

古
典
文
学
大
系
本
平
家
物
語

の
詞
章
と
尾
崎
本
平
家
正
節
、
両
者

の
頁
数

の
対

応

関
係
を
示

し
た
も

の
で
あ

る
。
私

(紹
介
者

)
の
よ
う
な
、
金
田

一
春
彦
氏

等
編

の

『
平
家
物
語
総
索
引
』
(学
習
研
究
社

昭
和

48
年
)
や
、
同
じ
年

に
出

版

さ
れ
て
偶
然
書
名
も
同
じ

に
な

っ
た
笠
栄
治
氏
編

の
総
索
引
を
仲
立
ち
と
し

て
、
右

三
本

(
四
本
)
を
机
上

に
広
げ

て
の
語
例
の
検
索

に
音
を
あ
げ

て
い
た

者

な
ど

に
は
、

そ

の
膨
大

な
時
間

の
浪
費
か

ら
解

放
さ
れ

て
重

宝

こ
の
上

な

い
。本
書
が
、
中
世
～
近
世
期

の
国
語
史

(音
韻
、

ア
ク
セ
ン
ト
、
語
彙
等

々
)

研
究

に
縦
横

に
活
用
さ
れ
る

こ
と
、
疑

い
な
い
。
志
を
半
ば

に
逝
か
れ
た
渥
美

氏

の
思

い
は
奥
村
氏

に
よ

っ
て
受

け
継

が
れ
、

こ
こ
に
国
語
学
上

の
貴
重
な
成

果
と
し

て
実

っ
た
わ
け

で
あ
る
。

さ
ら
に

「尾
崎
本
平
家
正
節
総
索

引
」

へ
と

発
展
し

て
い
く
日
も
、

そ
う
遠

い
先

の
こ
と

で
あ

る
ま

い
と
思
う
。

こ
の
紹
介

の
筆
が
、
本
書

『平
家
正
節
語
彙
索
引
』

で
編
者

の
真

に
意
図
し
た
と
こ
ろ
、

意
義
を
、
迂
闊

に
も
見
過
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
危
惧
す
る
。

(昭
和

58
年

2
月

大
学
堂
書
店
発
行

八
八
〇
〇
円
)

「
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